
ImPACTプログラム・マネージャー(PM)の新たな募集について

○ImPACTが切り拓いた研究開発マネジメントの新世界
 研究開発のプロデューサーとしてのプログラム・マネージャー（PM)
研究機関選定や予算配分権限を有し、前例・慣習にとらわれずマネジメント

 PMにも強烈なインセンティブ
予算は進捗や成果に応じて増減（予め額は確約されず、成果に応じ加速・実証策
を手当て）

○挑戦継続の必要性
 大変革時代は適確な政策の迅速展
開がより重要

→第5期科学技術基本計画の方向性を
先取る具体的アクション

○ImPACTの波及効果
 概念の浸透
（ハイリスクな研究開発への挑戦）
→ImPACT型プログラムへの更なる
期待

○果敢に挑戦する優れたPMを新規募集
①将来変化を大胆に先取りし、今後のイノベーションの潮流になると見込まれるもの
②国家存立の基盤にかかわるような国家的重要課題に対応するもの
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25年度 26年度 27年度 28 ～ 30年度31年度

ImPACTの実施スケジュール

補正
予算

JST法
改正

基
金
設
置
期
限

ImPACT実施期間
基
金
設
置

制
度
の
評
価

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
の
評
価

審査

Ｐ
M
決
定

Ｐ
Ｍ
公
募

研究開発プログラムの進捗管理
研究開発
プログラムの
作り込み

研究開発の実施

PMは研究開発機関を指揮監督
研究開発を柔軟に加速、中止、方向転換等

PMから進捗報告(年2回程度)
CSTIは 必要に応じ改善を指導

運営会議
現地指導 等

推進会議
有識者会議 等

ImPACTの管理運営・評価CSTI

PM
(12名)

研究開発機関
研

究

終

了

加速、
出口対策
の手当て

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
認・
承
認

PMの新規募集 審査

研究開発
プログラムの
作り込み

プログラムの進捗管理

研究開発の実施

Ｐ
M
決
定

ImPACTの
管理運営・評価

研究開発機関

プ
ロ
グ
ラ
ム
確
認・
承
認

Ｐ
Ｍ
公
募

CSTI

新規PMPM公募～プログラム実施
までの経験（PDCA）
第５期科学技術基本計画
の方向性を先取り

第5期科学技術基本計画(~32年度)（第5期科学技術基本計画の検討）
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